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タカラブネに勤務していたころの山﨑さん
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甲賀市水口町にある「ドッグカフェ

＆雑貨 スリーシー」は、愛犬連

れでゆっくりくつろげる店。

メニューには犬用のササミやミ

ルクなども用意されており、一

緒にランチを楽しむ事も可能。

今回ご紹介するのは

【本日のランチプレートＢセット】
日替わり（1300円）

・オリジナルカレー　・サラダ
・チップス　・ドリンク　・デザート

オリジナルカレーは、オーナーの

脇野葉月さんがスパイスをブレン

ドしてじっくり煮込んだこだわり

の一品。卵の黄身と絡ませるとさ

らに味が絶妙で、くせになるかも。

「お客様に心地よく楽しんでいた

だき、お帰りの時は必ず笑顔で、

と願っています」と脇野さん。

店の庭では愛

犬を遊ばせる

こともできる

ので、ここが

飼い主同士の

交流の場とも

なっている。

店内には愛犬用の可愛い

服やリード、ドッグフードのほか、

脇野さんが厳選したこだわりの雑

貨が所狭しと並べられている。犬

連れでなくても利用できるので念

のため、お間違いなく。（取材・安達）

●集合場所：滋賀大学 びわ湖・瀬田川オブザベトリ（大津市平津1-13-6）
●時間：【第１回】9：00～12：30（集合8：45）　【第２回】13：30～17：00（集合13：15）
●料金：参加費無料　●対象：小学４年生以上　●定員：各回18人 ※先着順
●持ち物：筆記用具（ノート、鉛筆）、防寒具、滑りにくい靴、雨具（カッパ）
●申し込み方法：「名前、乗船希望時間」をメールまたはTEL、FAXのいずれかで下記まで。
●申し込み締め切り：10/20（水）17：00まで（定員になり次第締め切り）
●申し込み・問い合わせ：滋賀大学教育学部企画係/メール kikaku@edu.shiga-u.ac.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL 077-537-7701　FAX 077-537-7840

県内の風景を描きに、寺田さんがあなたの町を訪れるかも。住所、氏名、電話番号、掲載希望場所を明記してお寄せください。

安曇川は、湖西地方で最も大きい川です。スケッチは河口を描き

ました。

河川の源は左京区大原の百井峠で、大津市の葛川を流れ、朽木の

市場から東に向きを変え、湖岸へと続いています。

鯖街道沿いの山間部を流れる風景と、河口の風景とは、ずいぶ

んと雰囲気は違いますが、それぞれの自然景観を作っています。

河口付近の集落は、平安時代には京の上賀茂神社の御厨で、魚

介類を中心に献上していました。現代では、アユの簗漁が有名

です。また周辺は良質の竹にめぐまれ、京扇子の扇骨づくりが

盛んです。湖西の川にも、時代、時代の顔があり、人々の生活

の変遷がわかり、調べるほどに楽しいものです。

●安曇川河口　ＪＲ湖西線安曇川駅下車、タクシーですぐ。

絵と文・寺田みのる

安 曇 川（ 高 島 市 ）
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●場所：しがぎんホール（大津市浜町1-38）　●開演：15：00（開場14：30）
●料金：一般3,500円　学生2,000円　小中生1,000円　※全席自由
●備考：小学生以上入場可
●問い合わせ：しがぎん経済文化センター/077-526-0005（平日9：00～17：00）
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●場所：銅鐸博物館（野洲市歴史民俗博物館）（野洲市辻町57-1）
●時間：9：00～17：00（入館は16：30まで） ●休館日：月曜日、火曜日、11/4 ※10/11、11/23は開館
●料金：大人200円　高大生150円　小中生100円　※野洲市民は入館無料
●問い合わせ：銅鐸博物館/077-587-4410

●場所：びわ湖ホール　大ホール（大津市打出浜15-1）
●開演：各日14：00（開場13：15）
●料金：Ｓ席15,000円 Ａ席12,000円 Ｂ席10,000円 Ｃ、Ｄ、Ｅ席完売 ※全席指定
●備考：６歳未満の入場不可。託児サービスのあり（10/3までに要予約）。
●問い合わせ：びわ湖ホールチケットセンター/077-523-7136（10：00～19：00 火曜休館）

●場所：県立近代美術館（大津市瀬田南大萱町1740-1）
●時間：9：30～17：00（入館は16：30まで）　●休館日：月曜日（祝日の場合翌日）
●料金：一般950円　高大生650円　小中生450円
●問い合わせ：県立近代美術館/077-5 43-2111

●甲賀市水口町水口6230-6　●TEL：0748 - 63-2017
●定休日：水曜日、木曜日
●営業時間：12：00～19：00　●駐車場：４台
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●場所：歴史民俗資料館 近江日野商人館
      （蒲生郡日野町大窪1011）
●時間：9:00～16:00（入館は16：00まで）
●休館日：月曜日、金曜日　●料金：大人300円　小中生120円
●問い合わせ：歴史民俗資料館 近江日野商人館/ 074 8 - 5 2 - 0007

Prof i le 1951（昭和26）年山口県生まれ、京都育ち。
大学での専門は、品質管理。大学卒業後、大手洋菓子メー
カーに勤め、生産管理や商品開発などの職種を経験する。
その後、住宅・不動産業界に転身して、営業を中心に土
地の仕入れ、総務、企画開発などマルチに担当する。不
動産や住宅業界が、客のニーズよりも業界の都合を優先
している販売方法に疑問を感じ、真の「サービス業」を目
指して、消費者に寄り添う「地域密着型経営」に取り組む。
最近では社員と共に成長する「共育」に力を入れ、「社会
を良くしていこう」としている。

私の私の

人生人生人生人生

「企業に就職したら一生そこでお世話

になる」という考え方が主流だった昭

和の末期、38歳で転職した。妻子が

あり、家を建てた直後で、全くの異業

種という普通では考えられないような

環境での決断だった。

生まれは山口。大学を卒業してから、

洋菓子メーカーの「タカラブネ」に就職

した。将来は独立して自分の店を持と

うと考えていた。第一次オイルショッ

クの後とはいえ、人々は豊かさを求め

ていて、洋菓子のニーズも高く、タカ

ラブネは順調に業容を拡大していった。

名古屋進出に合わせて岡崎工場へ転勤

したが、後に「タカラブネ」から分かれ

た「よつば」の東京勤務を経て、30歳前

半で滋賀に移った。

滋賀に家を建てることを決め、間取り

プランからローンの計算まで、すべて

自分でやった。ケーキを作るよりも格

段に面白いと感じ、「家づくりは自分

に合っている」と気づいた。

元々、哲学や「人生いかに生きるか」に

関心があり、人生で大切なのは家庭だ

との持論もあった。明るい家を作れば

明るい家庭ができ、暗い家なら暗い家

庭になる―というように、家は家庭

に大きな影響を与えると感じていた。

家づくりを通して人に喜ばれ、社会に

寄与する生き方を目指そうと決めた。

1988（昭和63）年3月に自宅が完成して、

約半年後の10月には、住宅業界への

転職準備として宅地建物取引主任者資

格を取った。

転職先は自宅を建築した「やわらぎ住宅」

だと決めていた。しかし、なぜやわら

ぎ住宅で家を建てたのか。住宅用地を

探しているとき、ここだ！と思えた土

地に条件がついていたのだ。特定の住

宅会社で建てること。それがやわらぎ

住宅だったのである。人生の選択とは

そんなものなのかも知れない。

まずは修業のために小堀住研（現エス・

バイ・エル）に就職して、その後、やわ

らぎ住宅の親会社を経て、最終的に希

望のやわらぎ住宅の社員となった。

－つづく－（取材・越智田）
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